
２０１６年（平成２８年）１０月２５日 

  

大 阪 弁 護 士 会 

 会 長   山 口 健 一 

 

保育所等の利用調整基準の運用について 

 

 

１ 現在各自治体においては、保育所等を利用することを希望する全ての保護者の希望

に応えられる状況にないため、保護者の希望を公平かつ適切に調整するために、保育

所等の利用について調整を行うための基準（以下「利用調整基準」といいます。）を

定めていますが、その運用上、一部の自治体では、司法修習生の給費制が廃止され貸

与制となったため「就労者」として扱われるための「収入要件」（就労時間に見合う

収入があることを求める要件等）を充足しないなどとして、修習生を「就労者」と扱

わず、「就学者」と同等に扱い、低い基本点数しか与えない場合が散見されるようで

す。 

２ しかしながら、司法修習生については、①給費制廃止後も実態に変化はなく、その

保育の必要性は従前同様であること（別紙資料１：「司法修習生の実態」参照）、②

修習期間中は無給ではあるが無利息で資金の貸与を受けられる地位にあること等から、

利用調整基準上「就労者」として扱われるべきであるといえます。 

３ 実際、大阪市においては、内部基準として、次のとおりの扱いとすることとされて

おり、修習の実態に照らした判断基準が示されているといえます。 

【質問】 保護者が司法修習生である場合は、就労要件に該当するか？ 

【回答】 研修等であっても、当該活動により収入を得、生計を維持しているのであ

れば、就労要件とみなして可。司法修習については無給ではあるが、法によ

り修習専念義務を負うこと、その期間は無利息で資金の貸与を受けること等

を勘案し、就労要件とみなすことも可とする。 

 

４ 当会は、司法修習生のうち未就学児を保育所等に入所させる必要のある者から保育

所等の利用について希望があった場合には、就労者として扱われるべきであると思料

いたします。 
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別紙資料１  

司法修習生の実態 

 

１ 給費制の廃止の前後において、司法修習生の修習の実態に変化はありません。 

２ すなわち、司法修習生には修習専念義務があり（裁判所法６７条２項）、合議体で

する裁判の評議を傍聴することが許される（同法７５条１項ただし書。裁判員以外に

合議体の傍聴を許されるのは司法修習生のみです）、準公務員的な地位が法定されて

いるところ、この司法修習生の本質的部分については、給費制が廃止された前後で全

く変わりはありません。 

３ また、実質的に見ても修習の実態に変化はありません（添付の日弁連調査結果参

照）。具体的には、司法修習生が、修習指導担当の弁護士、裁判官、検事（以下「指

導担当」といいます。）から、修習にあたるべきとされていた時間は、休憩時間を除

いた平均で７．２３時間となっています。休憩時間を１時間程度とすると、休憩時間

を含めて１日８時間以上を修習により拘束されていることになり、一般の公務員とほ

ぼ同等の拘束時間といえます。これに加えて、指導担当の指導の下で平均１．３７時

間程度の時間外の修習（事実上の残業）が行われています。 

４ また、司法修習生が取り組む修習は、具体的事件における問題点の検討、実際に裁

判所に提出する訴状、準備書面、弁論要旨等の起案、判決の起案、具体的事件解決の

ための文献調査等、法曹三者の職務とほぼ同様のものです。 

５ 以上のとおり、司法修習生の修習は、準公務員的な立場で、１日平均８時間以上の

時間的拘束を受けて行われ、その内容も法曹三者の職務とほぼ同様であるという点で、

給費制の廃止前後で何らその実態に変化はありません。むしろ修習期間の短縮（２年

から１年半、１年半から１年）により、その修習の内容は多忙を極めるに至っていま

す。 
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